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▼
最
近
、
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
町
外
に
出
る
機
会
が
多
く

あ
る
の
で
す
が
、
行
く
先
々
で
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
1
7
9
市
町
村
応
援
大
使
パ

ネ
ル
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
一
軍

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
か
ら
先
日
の

プ
ロ
ア
マ
戦
で
目
に
し
た
よ
う
な

期
待
の
若
手
ま
で
応
援
大
使
を
務

め
て
お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
多
く

の
選
手
た
ち
が
白
熱
し
た
戦
い
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
す
ね
。
我
が
栗

山
町
応
援
大
使
の
宮
西
選
手
、
淺

間
選
手
も
一
軍
で
大
活
躍
し
て
い

ま
す
ね
。
シ
ー
ズ
ン
も
残
り
約
一

か
月
で
す
。
日
本
一
目
指
し
て
頑

張
れ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
！
（
伊
藤
）

▼
例
年
に
な
く
雨
が
多
い
で
す
ね
。

予
報
で
は
く
も
り
だ
っ
た
と
し
て

も
、
突
然
降
る
こ
と
が
あ
り
、
い

つ
の
間
に
か
晴
れ
の
日
で
も
雨
具

を
準
備
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
さ
て
、
9
月
は
防
災
月
間

と
な
り
ま
す
。
本
町
で
は
地
震
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
年
の
よ
う

な
悪
天
候
が
続
く
と
、
ど
こ
か
ら

か
「
台
風
を
は
じ
め
と
す
る
風
水

害
に
は
気
を
付
け
た
方
が
良
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
を
機

に
今
月
は
ご
家
庭
で
も
防
災
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。（
田
畑
）

322018. 9　広報くりやま   

ふるさと栗山で輝く芸術家をクローズア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝
く

芸
術

家
を

クローズアップ  ふるさと栗山で輝く芸術家
を

ク
ロ

ー
ズ

ア
ッ

プ
  ふ

る
さ

と
栗

山
で

輝

く

きらり
☆

芸術家

町在住の「家具作家」
宮本　秀仁 さん

【プロフィール】
みやもと　ひでひと
　昭和 39 年 6 月 3 日、静
岡県沼津市に生まれる。栗
山高校柔道部出身で、卒業
後町内企業に就職したのち
独立。家具製作のほか、近
隣の家具作家などとともに
町内をはじめ、札幌市や千
葉県など道内外での展示会
も数多く開催。現在 54 歳。

　町内湯地地区の丘陵地帯にアトリエを構えて
約 20 年となる家具作家の宮本秀仁さん。町内
でも数少ない家具作家としての人生を振り返っ
てくれました。
　町内への就職がきっかけ
　宮本さんは、高校卒業後すぐに就職。2 つの家
具製造会社に計 14 年間勤務した後、34 歳で現
在の家具工房に独立。注文をはじめ、家具の製
作を中心に精力的に活動しています。また、家
具は全て手作りのため、作成期間は最長で椅子
一脚に１カ月程度かかることも。そのような中
でも、「自分のがむしゃらで負けず嫌いな部分は
変わっていませんね」と冷静に分析しています。
　次世代に継承して
　9 月には湯地で３年ぶりに展示会を開催。「家
具から自然に育まれた温もりと力強さを感じて

ほしい」と話す宮本さんは、「自分を育ててく
れたのは町の皆さんのおかげ」と感謝し、「栗
山には力を持った人が数多くいます。そのよう
な人のことをたくさんの方に知ってもらえるよ
う、メディアなどに知らせてほしい」と話して
いました。
　今後の抱負を聞くと「これまでの歴史で受け
継がれてきたもの作りとしての役割を次世代に
バトンタッチできるよう、木工教室などを通し
て貢献していきたい」と意気込みを力強く語っ
てくれました。

【今後の予定】（22 頁参照）
　9 月 8 日・9 日　くりやま家具・工房まつり
　9 月 28 日～ 10 月 21 日　湯地の丘 3 人展

【問い合わせ】　
　家具工房「森巣」　☎ 72-6466
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